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生児の 10%がl歳までに死亡している O 乳児死亡率の高い国々では大人の死
亡率も高く平均寿命が短い。その主たる死亡原因は飢餓と病気と国家による殺
害である O ドレーズとセン (1989)は、世界で毎日餓死している人間の数を 6
万---7万人と推定した。その多くが子どもである (Dreze，J. and Sen， A.，“Hunger 






軍隊によって殺されてきた (Rummel，R.J.， "Deαth by Government，" New 





ユニセフ『世界子ども白書j2000)0人類の 5分の lが 1B 1ドル以下の厳しい生
活を強いられており、アフリカでは全体の 3分の lが40歳まで生き延びるこ
とができない。発展途上国の女性の約40%が読み書きできないまま教育の機






人数は約 l億 5，000万人、 18歳以下の児童兵士が約25-30万人いると推定さ
れる O こうした事態の根本的解決に確実な進展が見られていない。
一方、発展過剰国の抱える矛盾は日本にも如実に現れている O 日本は世界で






































































































一方、発達における教育の重要性を指摘したのはワロン (Wallon，H.， 1879“ 
1962)である O 彼は思考過程の形成だけでなく情動・性格・人格の起源と発達
に焦点をあて、フロイトとは異なる意味で自我の形成を重視したO また、ヴイ











の論理の誤りがある O ③直観的思考の段階 (4、5---7、8歳)には、原因一結果
の関係の認識などが芽ばえるが、論理的に首尾一貫した判断はまだ困難であるO
思考は表面的な知覚内容によって影響を受けやすいo 1 歳半ば~7 、 8 歳は前

















































人間の乳児 (A)は生後4か丹頃に 2つ対に提示された積木を見比べるO それだけでなく、近くにい
る他の人関を見て鍛笑みかける O チンパンジー (B)は積木で遊んでいるときに他の僧体を見ること
は少ない。一方、人間の4か月児より巧みに手指を動かして積木を操作する (Tanaka，S.， 200i) 0 
36 








l種類である O 生後 1----2か月頃には、反射的ながらも体幹部を軸として左右
を逆の姿勢に変換する O これを回転軸 lの形成に基づいたく可逆操作〉





























し操作する O 交流の連結点は2種類である O その上で可逆操作を獲得し、左右
の手を交互に連続的に用いて、たとえば重なった紙などを次々と取り散らかす
ことが可能になる O 四足移動(はいはい)は連結点2の可逆操作が全身活動系






動として表現することができる O それを発達的く次元〉の活動という O この時








す。このような活動を発達的な l次元の活動という O 活動の種類そのものは多
38 
彩に増えていく O 多様な対象に同質の働きかけを試み、対象の性質を知る o 1 
歳後半には左右の器に積木の入れ分けをする O 別の「もうひとつJが分かつて
エネルギーの表出の方向を連続して切り換える o ，---デハナイ~ダ、~デハナ
イ~ダJという活動様式である O 色や形の区別はせず活動の種類は l種類(1 
次元)であるが、対の器を対象とする操作を左右逆に連続して切り換えるので

















我誕生の最初の徴候であろう o 2歳代にく島我の拡大〉、 2歳後半から 3歳代
にく自我の充実〉を迎える O これらは次の配分課題で確認できる O 器を 3枚準
備し、父・母・本人の器を決めさせ、積木を 7個提示して均等配分を促す。 1
歳後半には全部を自分のものにする O 自我の拡大期(1 歳後半~2 歳前半)には、
自分を最多数にするが他者にも l個ずつ配り、空の器を作らない。自我の充実
期(2 歳後半~3 歳代)には「同じJ という概念を認識し始め、均等に配分しよ
うと努力して3枚の器にそれぞ、れ2個ずつ積木を配分する。しかし、最後に残
第2章乳幼児期・児童期臨床心理学 39 
った l個は自分の器に入れる O 来客への追加配分を求めると自分の器から積木
を配分しようと努力する O 自分が配った他者のものには手をつけない。自他の
分化が進み、自分のものと他者のものとを明確に区別し、自我関与して配分し















4歳児と 6--7歳児では自己の認識の仕方が異なる(図 2-2)0 自分の発達的































応してだだこねの強さや頻度が増加する O それゆえ、だだこねは l次元形成の
エネルギーの蓄積過程で生じると考えられる O 積木を器に集中して入れ込むエ










② 2次元形成期 時間的・空間的な 2次元関係:く第 l次反抗期〉に入
った 2歳児は課題場面そのものを拒否することが多い。発達検査課題の提示の










































いで話すことによって自己の 3次元の力主発揮しようとする O また「アホ!J 




























第3は、発達の診断評価と社会的交流活動の組織化である O 教育評価には 2
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.， 4 : 1 7 11 
5 : 00.， 5 : 05 16 8 
5 : 06.， 5 : 1 14 5 










マルj を、たくさん描かせ、次いで7つ掛かせる o ②大小の弁別:マル描磁のあと
「いちばん小さなマルJ rいちばん大きなマルJはどれかを問う o ③大、小と異なる
3つめの認知単位としての中央をどのようにとらえているかを把握するために、 「真
ん中はどれですか?Jと質問する。 r真ん中のマルはどれですか?Jというように答
えを 1儲のマルに限定せず、自由に判断させる。④中央の判断理由を問う o rどうし








と同じになる o (段階2)正面向きの絵とは変化させる傾向が生まれる o 自鼻を左右
どちらかへ少し寄せる、正面向きとは異なる服装にするなど、課題の変化を受けとめ
ている。(段階3)限を一つにする、顔の輪郭線を消して横顔を描こうとする、ヨコ




















• DA al data 

























































第1過程一 一一 一 一 3歳....4歳
第2過程÷ 一 一 一 4歳後半
第3過程十 ÷ ÷ 一 5歳前半
第4過程十 + + -+ 5歳後半






























DA4歳代、とくに4歳後半には、 fかしこいからJ rわかったからJ rしってるJ


























































































































































































かを把握するために、 「真ん中はどれですか ?J と質問する。








からみたところj を描くよう促した。描画の五つの形成段階を評定した(表) 0 
? ???














Sub. M (1990年生まれ、女児) 4歳 7か月 ""6歳9か月
Sub. A (1993年生まれ、女児) 3歳10か月 ""6歳5か月
表 1. 横断研究対象者の発達年齢分布
発達年齢{歳:月} 幼児群 障害者群
~ 4 : 1 1 7 1 1 
5 : 00~ 5 : 05 16 8 
5 : 06~ 5 : 1 1 14 5 













③ 障害者群の生活年齢は52歳8か月土 7歳1か月(平均±標準偏差) 0 発達年齢は

















































































①4歳代で思考過程を自ら意識化 → 次の5歳代、中間概念および自己概念の第 2
過程から第3過程への移行が実現する → 系列化操作と後ろ向き描画の確定へo
②対概念のディジタル認識 → 4歳半ばから 5歳前半にかけて、対象属性の漸次的
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① 「真ん中と思ったからJ rわかったからJ r目で見たから」
:自分自身の思考のはたらきを意識化した答え方。
② 「真ん中みたいだからJ r中ぐらいだからJ rちょっと~だから」
:自らのイメージや見立ての上に対象を重ねた判断の仕方。間を刻む精細な
対象把握の方法を示したもの。
幼児群ではDA5歳前半の16名中6名 (38%)、5歳後半から 6歳の20名中9名 (45















































































の年齢分布は5:3-6:4であった (4歳代が14名、 5歳前半11名、 5歳後半13名、 6歳代
5名)。そのときの年中児クラス23名(縦断比較群〉を縦断研究の対象とし、 2000年
度の年長児クラスになった1年3"-'4か月後の2000年11"-'12月に第2回調査を実施し






































































































































































































































































































































長期縦断観察群:基礎・縦断群の 1 名、別の幼児 1 名を 3~ ア歳にかけて 4
年間にわたり縦断観察。
(調査期間と年齢分布)
第 1 回調査 (1999年7~8月)基礎群(年中児)の年齢分布は4:3-5:1 (歳:
月)、横断比較群(年長児)の年齢分布は5:3-6:4であった (4歳代が14名、 5 
歳前半11名、 5歳後半13名、 6歳代5名) 0 


















ころj を描くよう求めた(以下「三方向描画J)‘ o 
質問:描画後に相違点を質問した。
(3)新版K式発達検査および面積漸増円描画課題(徐々に大きさが大きい円を






































A児:4:3 ~ 6:5 (2年2か月) 5:4ゅ 6:10(1年6か月)









































































































































































































































今 大人 幼少 大人







DA al data 







































































2O 4.0 5.0 
国 自ム回
立与




























マルクス (Marx，K.)は、 1844年に「労働の本質j と題する短い評論文を残している
(Marx， K. rジェームズ・ミル著『政治経済学要綱~ (J.T.パリゾ訳、パリ、 1823年)からの抜
粋(ミル評注)J ) 0 われわれ人間は、その人間的な社会的な特質を持つゆえに、生産活動を
通じて自分自身と相手とを二重に肯定することになる。そのしくみを彼は簡潔に示した。
生産活動に限らず、人間が生きて働く全活動に社会的性質が貫かれているのではないだろう
か。私は、それゆえ、マルクスのこの論考の中の「生産j を「生きること全体j と捉え、考察
を拡張して、人間の社会的特質のありょうを描写しなおしてみたい。
本研究の目標は、幼児期にある子どもたち、また障害を担って幼児期と共通する発達階層に
ある人たちの、未知の発達の力を描き出すことにあった。その際、自らの以下の文章は研究を
進める上で大きな力になった。同時に、具体的な研究仮説を考える時の拠り所となったo
*** 
私たちが人間として生活し、働き、遊び、世界に働きかけると仮定しよう。そのときには私
たちの誰もが、自分の活動において自分自身と相手とを二重に肯定することになるだろう o
第一に、私は、私の活動において私の個性を、そしてその独自性を対象化することになる。
したがって私は、活動しているあいだ、個人としての生命発現を楽しむとともに、その対象物を
挑めては、私の人格性を対象的な、感性的に直観できる、それゆえ疑いようのない力として知
ることになる。それは私の個人としての喜びであり、私は私の活動においてその喜びを直接に
味わうことができるだろう。
第二に、私が作り出したもの、すなわち私が働きかけて変革した世界を、あなたが共感し評
価し、そしてまたそれをあなたが享受したり使ったりする時には、私は直接に次のことを意識
する喜びを味わうだろう。私は、私の活動において人間的な欲求を満たす。それは人間的な本
質を対象化するということを意味する。そしてそうすることによって私は、他の人間存在の欲
求にそれにふさわしい世界をつくり、他の人間存在の欲求にそれにふさわしい対象物を供給す
ることになる。私はあなたの欲求の実現に寄与した、そのことを意識し、そしてその喜びを味
わうことができるだろう。
第三に、あなたにとって私は、あなたと類、すなわちあなたと人類全体との仲介者になって
いる。したがって私の存在と活動は、あなた自身の本質を補うもの、あなた自身の不可欠の一
部分としてあなたに知られ感じられるだろう。そしてあなた自身の思考と愛において私自身が
確証されることになるだろう。そして私は、その確証される喜び、そして確証されることを知
る喜びを味わうことができるだろう o
さらに第四に、私はあなたと人類全体との間の仲介者として、私は、私の個人としての生命
発現は、それ自体があなたの社会的な生命発現の不可欠の契機となる。それゆえ、私の生命発
現の中で私は直接にあなたの生命発現を作り出すことになる。したがってあなたと人類を媒介
する私の個人的な活動は直接に私の真の本質を、私の人間的な本質を、私の協同的@社会的な
本震を確証し実現することにつながる。そして私は、そのようにして自分自身を確証する喜び
を直接に感じ味わうことができるだろう。
私たちの存在は、活動は、そして生産は、その一つ一つが私たちの本質を映し出す鏡となる。
そのときにとの関係は棺互的となり、私の側でおこることがあなたの側でもおこる。私の活動
は私の自由な生命の発現となり、それゆえ生命の尊重となるだろう o 活動において私の個人的
な生命が肯定されるのだから、私の儲性の独自性が需定されることになるだろう o こうして私
たちの人間的な諸活動は、真の能動的な所有となるだろう。 (2002年3月31日〉
*** 
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